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残
土
問
題
発
生
の
背
景
と
諸
問
題

一

残
土
問
題
発
生
の
背
景

　
都
市
の
生
成
、
発
展
過
程
に
お
い
て
は
諸
公

共
土
木
、
建
築
工
事
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に

伴
っ
て
残
土
が
発
生
す
る
こ
と
は
必
然
的
な
現

象
と
い
え
る
。
と
く
に
、
本
市
で
は
急
激
な
都

市
化
に
伴
う
公
共
、
公
益
施
設
の
整
備
が
い
ま

な
お
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
現
状
で
、
こ
れ
に

対
処
す
る
た
め
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
各
種

の
事
業
が
鋭
意
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
下

水
道
、
道
路
、
水
道
、
地
下
鉄
、
学
校
等
の
建

設
工
事
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
く
、
そ
の
工

事
に
よ
り
発
生
す
る
残
土
は
、
事
業
の
進
捗
と

と
も
に
さ
ら
に
大
量
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
る
。

　
従
来
、
こ
れ
ら
の
発
生
残
土
は
、
本
市
以
外

の
公
共
事
業
主
体
及
び
民
間
事
業
主
体
に
よ
る

工
事
に
よ
っ
て
発
生
す
る
残
土
も
あ
わ
せ
、
市

街
地
内
や
そ
の
周
辺
な
ど
で
埋
立
て
に
使
用
さ

れ
る
な
ど
し
て
、
工
事
請
負
人
の
自
由
処
分
に

任
さ
れ
て
い
た
が
、
国
の
高
度
経
済
成
長
政
策

に
よ
る
周
辺
の
急
速
な
市
街
化
の
進
行
と
、
こ

れ
に
よ
り
残
り
少
な
く
な
っ
た
緑
地
の
保
全
な

ど
の
見
地
か
ら
、
今
日
で
は
、
残
土
等
の
処
分

を
自
由
処
分
の
ま
ま
放
置
で
き
な
い
情
勢
と
な

っ
て
き
て
お
り
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
残
土
の
発
生
す
る
工
事
を
事
業
主
体
別
に
分

類
す
れ
ば
、
本
市
に
よ
る
公
共
事
業
、
本
市
以

外
の
公
共
団
体
（
国
、
県
、
各
種
公
団
、
公
社

等
）
に
よ
る
事
業
、
そ
の
他
の
公
益
企
業
に
よ

る
事
業
、
民
間
に
よ
る
事
業
な
ど
の
別
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
残
土
発
生
源
と
な
る
工
事
の
う

ち
用
地
造
成
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は
、
設
計
に

よ
り
排
出
土
量
を
抑
え
る
こ
と
は
あ
る
程
度
可

能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
水
道
、
上
水
道
、
地

下
鉄
、
ガ
ス
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
等
の
地
下
埋
設

構
造
の
も
の
の
工
事
で
は
、
構
造
物
容
積
分
の

土
量
は
最
低
限
残
土
と
し
て
排
出
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
平
均
的
な
工
事
の

規
模
が
異
な
り
、
そ
の
深
さ
、
土
質
等
に
も
差

が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
残
土
問
題
を
考
察
す
る

場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
前
提
を
ふ
ま
え
、
市

中
工
事
全
般
に
わ
た
る
広
範
囲
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
当
面
は
、
こ
の
よ
う
な
残
土
問
題
発
生
の
背

景
を
ふ
ま
え
て
、
と
り
あ
え
ず
本
市
の
公
共
事

業
に
伴
っ
て
発
生
す
る
残
土
問
題
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

残
土
処
理
処
分
の
実
態

　
本
市
事
業
に
よ
る
残
土
の
処
理
処
分
方
法
に

は
、
自
由
処
分
、
指
定
処
分
（
工
事
発
注
局
が

指
定
ま
た
は
あ
っ
旋
し
た
処
分
地
へ
の
処
分
）

が
あ
る
が
、
本
市
公
共
事
業
に
伴
い
発
生
す
る

残
土
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
臨
海
部
埋
立
て
地

へ
の
指
定
処
分
を
除
い
て
は
、
工
事
請
負
人
に

よ
る
自
由
処
分
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
本
市
水
道
局
が
一
部
工
事
を
限
定
し
て
実
施

し
た
残
上
処
分
実
態
調
査
（
昭
和
五
〇
年
度
上

半
期
分
）
に
よ
れ
ば
、
表
―
一
に
示
す
よ
う
に

鶴
見
区
、
金
沢
区
に
代
表
さ
れ
る
臨
海
部
の
処

分
地
の
受
入
れ
量
は
全
体
の
約
三
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
り
、
そ
の
他
の
区
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ

る
内
陸
処
分
地
の
処
分
量
は
全
休
の
約
六
二
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
残
り
の
約
三
パ
ー
セ
ン
ト

は
市
外
に
搬
出
さ
れ
処
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
、
西
、
中
、
南
、
磯
子
の

各
区
内
に
は
ほ
と
ん
ど
処
分
地
が
な
い
こ
と
、

港
北
、
緑
、
旭
、
保
土
ヶ
谷
、
瀬
谷
、
戸
塚
の

武
田
篤
央
〈
道
路
局
主
幹
〉

周
辺
区
及
び
こ
れ
ら
の
各
区
と
比
較
的
交
通
の

便
の
よ
い
神
奈
川
区
の
場
合
に
は
何
ら
か
の
縁

故
の
あ
る
土
地
を
中
心
に
、
か
な
り
広
範
囲
に

処
分
先
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
実
態
調
査
で
は
、
工
事
が
限
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
公
共
工
事
全
休
の
傾
向
を
示
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
自
由
処
分
制
に
よ
っ

て
残
上
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
臨
海
部
、
都

心
部
、
周
辺
部
に
よ
っ
て
実
態
が
か
な
り
異
な

っ
て
い
る
こ
と
は
推
定
で
き
よ
う
。

　
表
―
二
、
表
―
三
、
表
-
四
は
、
下
水
道
局

が
行
っ
た
昭
和
五
〇
年
度
工
事
の
抽
出
調
査
の

結
果
で
あ
る
。
表
-
二
は
鶴
見
区
、
神
奈
川
区
、

磯
子
区
、
金
沢
区
を
臨
海
部
と
し
て
、
表
-
三

は
西
区
、
中
区
、
南
区
を
都
心
部
と
し
て
、
表

-
四
は
残
り
の
七
区
を
周
辺
部
と
し
て
分
類
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
代
表
し
て
そ
の
傾

向
を
か
な
り
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

　
臨
海
部
の
工
事
の
場
合
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
を
大
黒
町
地
先
及
び
金
沢
地
先
の
埋
立
て
地

ま
で
運
搬
し
て
残
土
処
分
し
て
お
り
、
そ
の
実

運
搬
距
離
は
ほ
と
ん
ど
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未

満
の
場
合
が
多
い
。
な
お
、
水
道
局
調
査
の
場

合
の
神
奈
川
区
と
、
下
水
道
局
調
査
の
場
合
の

調査季報51　76.9
59



表-1　残土の発生地とその処分先

表‐２　公共残土処分の実態（その1）臨海部
注：No.1～７　鶴見区，神奈川区

　　No.8～12　磯子区，金沢区

金
沢
区
の
例
か
ら
、
比
較
的
近
距
離
に
臨
海
処

分
地
が
あ
る
場
合
で
も
、
交
通
の
便
の
悪
い
場

合
に
は
、
便
の
よ
い
内
陸
部
に
処
分
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
都
心
部
の
工
事
の
場
合
に
は
、
水
道
局
の
場

合
は
大
黒
町
地
先
、
下
水
道
局
の
場
合
は
金
沢

地
先
の
埋
立
て
地
を
そ
れ
ぞ
れ
主
な
処
分
地
と

し
て
お
り
、
実
運
搬
距
離
は
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
越
す
も
の
が
多
い
こ
と
を
表
―
三
で
は
示

し
て
い
る
。
な
お
、
水
道
局
、
下
水
道
局
で
主

な
処
分
地
が
異
な
る
の
は
、
工
事
場
所
と
交
通

の
便
の
良
否
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
周
辺
部
の
工
事
の
場
合
に
は
、
臨
海
処
分
地

ま
で
運
搬
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
少
な
く
、
手

近
か
な
所
か
ら
、
市
外
の
農
地
、
山
林
な
ど
ま

で
広
範
囲
に
そ
の
処
分
先
が
求
め
ら
れ
て
お
り

実
運
搬
距
離
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
土
捨
て
料
、
整
地
費

な
ど
の
処
分
費
に
相
当
額
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
が
、
こ
の
調
査
で
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

表‐3　公共残土処分の実態（その2）都心部

60
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た
、
運
搬
距
離
よ
り
も
、
効
率
の
よ
い
運
搬
が

確
保
で
き
る
搬
入
路
の
あ
る
こ
と
が
、
自
由
処

分
の
場
合
の
処
分
地
選
定
条
件
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
処
分
費
は
調
査
票
に
記
載
さ
れ

た
数
値
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
の
で
、
同
一
の

処
分
地
で
も
処
分
費
に
差
違
の
あ
る
も
の
も
見

受
け
ら
れ
る
。

　
図
-
一
は
、
本
市
が
昭
和
四
八
年
度
に
行
っ

た
抽
出
調
査
の
結
果
か
ら
、
処
分
地
確
保
者
別

表―4　公共残土処分の実態（その3）周辺部

化
と
行
政
指
導
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
が
必
要

と
い
わ
れ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
都
市
周
辺
の
開
発
、
市

街
化
な
ど
に
よ
り
、
農
地
、
山
林
を
主
体
と
し

た
内
陸
依
存
型
自
由
処
分
を
今
後
も
継
続
す
る

こ
と
は
、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
従
っ
て
、
無
秩
序
な
処
分
を
根
絶
し
、
計

画
的
に
処
分
地
を
設
定
す
る
な
ど
、
指
定
処
分

制
に
よ
る
残
土
処
分
の
促
進
が
今
後
、
必
要
で

あ
り
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

残
土
発
生
量
の
予
測

　
公
共
事
業
に
伴
う
残
土
発
生
量
の
調
査
は
厳

密
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
工
事
の
時
期
や

対
象
工
事
に
よ
る
違
い
も
あ
っ
て
、
調
査
を
行

っ
て
も
そ
の
結
果
は
推
計
の
域
を
出
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
長
期
的
な
見
通
し
の

表－5　公共残土発生予測局別集計

図一１　残土処分地確保者別地目別
　　　残土処分量割合

も
と
に
、
計
画
的
な
対
策
を
確
立
す
る
た
め
、

本
市
公
共
事
業
の
今
後
の
残
土
発
生
量
を
は
握

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
本
市
残
土
処
理
対

策
協
議
会
長
期
対
策
部
会
の
行
っ
た
調
査
を
も

と
に
、
若
干
の
修
正
を
加
え
。
長
期
予
測
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
を
表
－
五
、
図
－
二
に
示
す
。

　
残
土
の
発
生
量
は
、
多
様
な
発
生
源
と
な
っ

て
い
る
各
種
公
共
事
業
の
消
長
に
よ
っ
て
大
き

く
増
減
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
一
般
に

図‐２　局別公共残土発生予測量
　　　（51年５月）
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の
残
土
処
分
量
の
比
率
な
ど
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
総
量
の
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
次

・
二
次
等
下
請
業
者
が
確
保
し
た
土
捨
て
場
に

処
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
半
が
山
林
、
農
地

な
ど
を
対
象
に
残
土
処
分
が
行
わ
れ
、
と
く
に

畑
地
造
成
と
い
う
名
目
で
水
田
等
の
農
地
が
埋

め
立
て
ら
れ
て
お
り
、
無
秩
序
な
埋
立
て
に
よ

る
道
路
、
水
路
の
破
損
や
、
不
良
農
地
化
す
る

な
ど
の
問
題
も
発
生
し
、
災
害
の
危
険
等
の
多

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
元
請
業
者
の
責
任
の
明
確



こ
れ
ら
の
公
共
事
業
は
、
経
済
、
社
会
情
勢
等

に
よ
り
大
き
く
影
響
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
残

土
発
生
量
の
将
来
予
測
は
極
め
て
難
し
い
と
い

え
る
。
し
か
し
、
必
要
上
か
ら
大
胆
に
予
測
を

行
っ
た
も
の
が
表
-
五
に
示
す
も
の
で
あ
り
、

各
種
公
共
事
業
の
各
五
か
年
指
標
及
び
長
期
計

画
に
策
定
さ
れ
て
い
る
事
業
量
に
基
づ
い
た
数

値
を
、
最
近
の
財
政
事
情
、
事
業
の
進
捗
状
況

等
を
勘
案
し
て
修
正
し
な
が
ら
推
定
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
発
生
量
は
、
公
共
工
事
が
現
在

の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

お
り
、
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
や
減
量
を
図
る

こ
と
な
ど
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
量
で
あ
る
。

　
図
-
二
は
、
表
-
五
に
示
す
六
〇
年
度
ま
で

の
本
市
公
共
事
業
に
伴
う
発
生
残
土
総
量
に
占

め
る
事
業
局
別
割
合
を
示
し
た
も
の
で
、
下
水

道
局
、
道
路
局
及
び
水
道
局
の
三
局
で
、
全
休

の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
量
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
三
局
の
工
事
か
ら
毎
年
度
一
定
量
以

上
の
残
土
が
、
必
ず
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
る

の
で
、
こ
の
量
の
は
握
と
対
策
が
本
市
残
土
対

策
の
中
心
と
な
ろ
う
。
な
お
、
交
通
局
の
地
下

鉄
工
事
に
よ
る
残
土
も
相
当
量
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
が
限
ら
れ
た
年
度
に
集

中
す
る
た
め
詳
し
い
予
測
は
極
め
て
難
し
い
。

　
表
-
六
は
公
共
残
土
の
発
生
予
測
量
の
区
別

分
布
を
、
前
期
五
ヵ
年
、
後
期
五
ヵ
年
、
全
体

の
一
〇
ヵ
年
そ
れ
ぞ
れ
の
発
生
総
量
に
対
す
る

百
分
比
で
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
期
は
港

北
、
緑
、
戸
塚
の
各
区
、
後
期
は
旭
、
緑
、
戸

塚
の
各
区
に
公
共
工
事
の
重
点
が
あ
っ
て
、
残

土
の
発
生
が
周
辺
区
に
偏
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
下
水
道
局
の
場
合
に
は
、

下
水
処
理
場
の
建
設
、
都
市
河
川
の
改
修
工
事

な
ど
、
大
量
に
残
上
を
発
生
す
る
特
定
の
工
事

の
施
行
場
所
に
ょ
っ
て
重
点
が
移
る
た
め
で
あ

り
、
道
路
局
の
場
合
に
は
、
高
速
道
路
、
環
状

線
な
ど
の
重
点
路
線
の
位
置
と
、
そ
の
重
点
整

備
区
間
に
よ
っ
て
主
な
発
生
地
が
移
動
す
る
こ

と
が
そ
の
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

四

　
残
土
処
理
処
分
対
策

　
一
　
残
土
対
策
の
方
針

　
本
市
で
発
注
す
る
公
共
工
事
か
ら
発
生
す
る

残
土
に
つ
い
て
は
、
工
事
を
請
負
っ
た
建
設
業

者
の
自
由
な
処
分
に
任
せ
ら
れ
て
お
り
、
現
在

工
事
の
設
計
に
当
っ
て
は
、
工
事
現
場
か
ら
処

分
地
ま
で
の
運
搬
費
に
限
っ
て
工
事
費
中
に
積

算
し
て
い
る
。
運
搬
距
離
は
工
事
発
注
局
に
ょ

っ
て
多
少
の
相
違
が
あ
り
、
旧
市
街
地
の
場
合

は
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
れ
以
外
は
六
キ
否
メ

ー
ト
ル
の
範
囲
で
、
処
分
費
は
自
由
処
分
の
た

め
積
算
の
対
象
と
し
て
い
な
い
例
が
多
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
範
囲
内
で
適
正
な
処
分
地
を

確
保
す
る
こ
と
は
現
在
で
は
不
可
能
に
近
い
。

こ
の
こ
と
は
、
表
-
二
～
四
に
示
す
下
水
道
局

の
調
査
結
果
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
残

土
運
搬
費
の
ほ
か
、
土
捨
て
料
、
整
地
費
等
の

処
分
に
要
す
る
経
費
が
大
幅
に
必
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
本
市
と
し
て
は
、
適
正
な
処
分
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
実
態
に
即
し
た
運
搬
費
を
積

算
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
処
分
費
も
積
算
の

対
象
と
す
る
方
針
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
方
針

に
よ
っ
て
本
市
公
共
工
事
の
経
費
増
が
必
然
的

に
伴
っ
て
、
事
業
量
が
圧
縮
さ
れ
る
結
果
と
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
適
正
処
分
の
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
支
出
は
惜
し
ま
な
い
と
い
う
考
え

方
が
基
本
的
に
は
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
工
事
費
の
中
に
処
分
費
を
積
算
す
る

以
上
は
、
比
較
的
低
コ
ス
ト
の
処
分
が
可
能
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
条
件
の
よ
い

処
分
地
を
選
定
し
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
残
土
処
分
を
自
由
処
分

制
か
ら
指
定
処
分
制
に
転
換
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
今
後
の
残
土
対

策
の
当
面
の
目
標
で
あ
ろ
う
。

　
市
が
何
ら
か
の
形
で
処
分
地
を
確
保
し
て
指

定
処
分
制
に
転
換
す
る
ま
で
に
は
、
あ
る
程
度

の
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
間
で
も
、

不
適
正
な
処
分
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
市
が
発

注
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
請
負
人
に
対
し
そ
の

責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
等

を
防
止
す
る
た
め
、
請
負
人
な
ど
が
確
保
し
た

処
分
地
で
あ
っ
て
も
、
適
法
な
処
分
地
で
あ
り

適
正
な
処
分
が
行
え
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の

上
で
市
が
公
共
工
事
の
処
分
地
と
し
て
承
認
す

る
承
認
処
分
制
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
分

の
間
の
残
土
処
分
を
自
由
処
分
制
に
か
え
て
行

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
工
事
発

注
局
が
請
負
人
に
残
上
等
処
分
計
画
書
の
提
出

を
求
め
、
処
分
の
実
態
を
は
握
し
、
そ
の
監
督

を
厳
正
に
行
う
ほ
か
、
適
正
処
分
の
確
認
と
指

導
を
行
う
た
め
、
関
係
局
共
同
で
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、
本
市
の
指
導
体
制
を

強
化
す
る
こ
と
、
請
負
人
が
不
適
正
な
処
分
を

行
っ
た
場
合
、
そ
の
責
任
の
所
在
に
よ
っ
て
は

必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
こ
れ
ら
を

明
文
化
し
た
残
上
処
理
事
務
取
扱
い
要
領
の
よ

う
な
も
の
を
作
成
す
る
方
針
と
な
っ
て
い
る
。

　
二
　
内
陸
処
分
地
の
選
定

　
本
市
北
部
及
び
西
部
の
港
北
、
緑
、
旭
、
戸

塚
、
瀬
谷
の
各
区
に
お
け
る
残
土
発
生
量
は
本

市
全
体
の
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
発
生
量
か
ら
も
ま
た
運
搬
上
か
ら
も
、

今
後
内
陸
部
に
処
分
地
を
確
保
す
る
こ
と
、
及

表‐６　公共残土発生予測区別比率
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び
そ
の
輸
送
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
―
六
に
示
し
た
区
別
の
公
共
残
土
の
発
生

予
測
で
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連
な
ど
も

あ
っ
て
工
事
の
集
中
が
予
想
さ
れ
て
い
る
港
北

区
、
緑
区
の
ほ
か
、
保
土
ヶ
谷
、
旭
、
瀬
谷
、

戸
塚
の
四
区
に
も
か
な
り
の
発
生
が
予
測
さ
れ

て
お
り
、
量
的
の
面
か
ら
は
、
港
北
、
緑
区
と

保
土
ヶ
谷
、
旭
区
、
及
び
瀬
谷
、
戸
塚
区
の
少

く
と
も
三
方
面
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
陸
処
分
地
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
表
-
七
は
、
残

土
処
理
処
分
の
経
費
を
各
区
ご
と
に
試
算
し
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
か
ら
、
現
時

点
で
最
も
経
済
的
な
処
分
の
行
え
る
用
地
を
選

ぶ
と
す
れ
ば
、
現
有
の
処
分
地
ま
で
一
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
運
搬
を
必
要
と
す
る
区
は
、

西
、
中
、
保
土
ヶ
谷
、
旭
、
瀬
谷
、
戸
塚
の
各

区
で
あ
り
、
周
辺
区
に
対
し
て
内
陸
処
分
地
が

是
非
と
も
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
も
三
方
面
に
必

要
な
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
残
土
処
分
の
た
め
に
は
、
運
搬
距
離

よ
り
も
効
率
の
よ
い
運
搬
が
確
保
で
き
る
こ
と

が
よ
り
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
処
分
地

は
、
そ
れ
ぞ
れ
方
面
別
の
工
事
箇
所
か
ら
、
渋

滞
の
少
な
い
道
路
を
経
由
し
て
連
絡
す
る
搬
入

路
の
選
択
が
で
き
る
場
所
に
あ
り
、
幹
線
道
路

沿
い
で
、
周
辺
の
土
地
利
用
等
に
与
え
る
影
響

も
少
な
く
、
下
流
の
水
路
整
備
な
ど
の
関
連
工

事
費
を
余
り
必
要
と
し
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が

望
ま
し
い
候
補
地
の
条
件
と
い
え
よ
う
。

　
表
-
八
は
、
残
土
処
理
対
策
協
議
会
当
面
対

策
部
会
が
、
内
陸
処
分
地
の
候
補
地
に
つ
い
て

必
要
と
考
え
ら
れ
る
直
接
工
事
費
を
試
算
し
た

も
の
に
若
干
の
修
正
を
加
え
、
運
営
費
及
び
金

利
等
を
加
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
費
用
を

残
土
受
入
れ
の
際
の
処
分
料
と
し
て
回
収
す
る

こ
と
に
よ
り
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
仮

定
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
一
立
方
メ
ー
ト

ル
当
り
千
円
を
こ
す
処
分
料
と
な
る
。
従
っ

て
、
規
模
の
小
さ
い
処
分
地
で
は
、
コ
ス
ト
面

か
ら
実
際
の
運
営
は
難
し
く
、
採
算
に
乗
ら
な

い
結
果
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
近
い
将
来
年
度
に

お
け
る
残
土
発
生
量
を
方
面
別
に
推
定
す
れ
ば

港
北
、
緑
区
方
面
で
は
約
四
〇
万
立
方
メ
ー
ト

ル
、
保
土
ヶ
谷
、
旭
区
方
面
で
は
約
三
〇
万
立

方
メ
ー
ト
ル
、
瀬
谷
及
び
戸
塚
区
方
面
約
六
〇

万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
方
面

別
に
、
少
な
く
と
も
一
～
二
年
間
分
の
残
土
の

受
入
れ
が
可
能
な
処
分
地
を
一
箇
所
は
確
保
す

る
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
最
低
の
面
積
が
五

万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
用
地
は
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
が
内
陸
処
分
地
を
選
定
す
る
場
合
の

必
要
条
件
と
考
え
ら
れ
る
が
、
候
補
地
の
情
報

が
あ
っ
て
、
始
め
て
選
定
作
業
に
か
か
れ
る
の

で
、
数
多
く
の
情
報
提
供
が
待
た
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
で
き
る
だ
け
早
急
に
候
補
地
の
検
討
を

重
ね
て
、
近
い
将
来
、
内
陸
処
分
地
を
数
ヵ
所
設

定
す
る
ま
で
に
こ
ぎ
っ
け
た
い
考
え
で
あ
る
。

　
三
　
臨
海
処
分
地
の
計
画

　
本
市
周
辺
部
の
都
市
化
の
現
状
か
ら
し
て
、

今
後
内
陸
部
に
大
規
模
な
処
分
地
の
確
保
は
極

め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
の
で
、
臨
海
部
埋
立

て
に
よ
る
処
分
地
の
計
画
的
確
保
も
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。

　
現
在
、
臨
海
部
の
埋
立
て
事
業
と
し
て
、
都

市
開
発
局
に
よ
る
金
沢
地
先
埋
立
て
事
業
、
港

湾
局
に
よ
る
大
黒
ふ
頭
建
設
事
業
が
施
行
中
で

年
間
一
五
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
残
土
の
受
入

表‐7　各区別処分地別残土処分費比較

表‐8　内陸処分地別直接工事費の試算
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れ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
本
牧
地
先

廃
棄
物
埋
立
て
等
が
残
土
処
分
を
一
つ
の
目
的

と
し
て
計
画
さ
れ
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
長
期
的
展
望
の
も
と
に
今
後
の
発
生
量
を
考

察
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
事
業
以
後
の
埋
立
て
計

画
に
つ
い
て
も
策
定
す
る
必
要
か
お
り
、
そ
の

時
期
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
計
画
の
策
定
に
当
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
貴
重

な
水
面
で
も
あ
る
の
で
、
環
境
問
題
に
対
す
る

慎
重
な
配
慮
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

　
四
　
都
市
施
設
建
設
で
の
対
策

　
本
市
公
共
事
業
か
ら
発
生
す
る
残
土
の
長
期

的
処
理
、
処
分
の
方
策
と
し
て
、
内
陸
部
な
ど

の
都
市
施
設
建
設
の
際
、
可
能
な
限
り
残
土
の

受
入
れ
を
行
う
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
と
く
に
、
公
園
、
緑
地
な
ど
の
計
画
に
当
っ

て
、
そ
の
中
に
人
工
の
築
山
や
起
伏
な
ど
を
取

り
入
れ
る
と
か
、
学
校
や
公
共
施
設
の
計
画
に

当
っ
て
、
グ
ラ
ン
ド
や
施
設
用
地
の
地
盤
高
を

一
～
二
メ
ー
ト
ル
程
度
高
め
る
な
ど
の
こ
と
は

可
能
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
。

多
少
な
り
と
も
残
士
受
入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
処
分
地
の
不
足
を
一
日
で
も
先
に
延
す

努
力
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
海
の

公
園
全
体
の
計
画
地
盤
高
を
平
均
四
メ
ー
ト
ル

高
め
た
と
す
れ
ば
、
面
積
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

敷
地
に
三
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
全
市
発
生

残
上
の
約
一
年
分
）
の
残
土
が
受
入
れ
可
能
と

　
五
　
減
量
化
と
再
利
用

　
発
生
残
土
の
予
測
量
は
、
将
来
計
画
を
勘
案

し
な
が
ら
、
公
共
工
事
の
土
工
事
及
び
残
上
処

分
等
が
現
状
の
ま
ま
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
推
定
し
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
こ
れ
ら

の
対
策
に
は
こ
れ
ま
で
の
処
分
地
対
策
だ
け
で

は
十
分
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
発
生
量
を
抑

制
す
る
こ
と
と
、
減
量
化
を
徹
底
し
て
行
う
こ

と
が
一
方
で
は
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
減
量
化
を
図
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

道
路
埋
設
物
の
埋
設
時
に
お
け
る
掘
削
発
生
土

を
埋
戻
し
土
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
一
た
ん
掘
っ
た
土
を
も

と
通
り
締
っ
た
上
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
在

来
か
ら
、
相
当
の
締
固
め
を
相
当
の
期
間
と
手

間
を
か
け
て
行
い
、
再
使
用
し
て
い
た
長
い
実

績
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
土
工
事
も
手
間
を

か
け
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
強
く
、
早
期
に

路
面
復
旧
し
交
通
に
開
放
す
る
こ
と
も
要
求
さ

れ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可

能
と
な
り
、
締
固
め
の
容
易
な
山
砂
を
別
に
搬

入
し
て
埋
戻
し
を
行
っ
て
い
る
例
が
多
い
が
、

発
生
土
を
再
利
用
す
る
こ
と
が
全
面
的
に
可
能

で
あ
れ
ば
、
こ
の
種
の
工
事
か
ら
発
生
す
る
残

上
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
減
ず
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
生
石
灰
、
消
石
灰
、
セ

メ
ン
ト
等
に
よ
る
安
定
処
理
の
必
要
が
考
え
ら

れ
る
が
、
土
質
、
施
工
方
法
及
び
荷
重
等
の
要

い
将
来
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
段
階
で
は
全
市
を
数
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
選
別
加
工
と
再
使
用
の
た
め
の

作
業
基
地
を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
具
体

化
も
近
い
と
予
想
さ
れ
る
。
な
お
道
路
局
で
は

試
験
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
、
試
験
工
事
と
そ
の
追

跡
調
査
を
実
施
中
で
、
検
討
の
最
中
で
あ
る
。

五

素
に
対
応
し
た
安
定
処
理
の
基
準
、
標
準
的
な

方
法
等
を
、
現
場
で
で
き
る
土
質
の
簡
単
な
判

定
方
法
と
と
も
に
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
室
内

分
析
と
試
験
、
特
定
現
場
に
お
け
る
試
験
工
事

と
そ
の
追
跡
調
査
を
行
う
な
ど
デ
ー
タ
の
蓄
積

と
新
た
な
技
術
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
再
利
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
は
、
残
上
を
資
源
と
し
て
再
使
用
す
る
こ

と
と
、
山
砂
の
使
用
を
節
約
す
る
と
い
う
一
石

二
鳥
の
利
点
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
各
局
の
技

術
力
を
総
合
し
て
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
な
お
現
在
。
道
路
局
、
下
水
道
局
、

水
道
局
、
港
湾
局
な
ど
に
ょ
っ
て
、
独
自
に
試

験
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
ら
も
総
合
し

て
一
つ
の
成
果
に
ま
と
め
る
方
針
で
あ
る
。

　
道
路
交
通
量
の
増
大
と
重
量
化
に
伴
っ
て
、

最
近
で
は
道
路
舗
装
の
改
良
と
補
修
等
の
工
事

が
激
増
し
て
い
る
が
、
舗
装
の
表
層
、
め
く
り

等
は
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
そ
の
輸
送
や
処
分

に
法
規
制
が
あ
っ
て
、
放
任
で
き
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
も
再
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
廃
棄
物

で
は
な
く
資
源
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
。

舗
装
の
表
層
を
含
む
掘
削
土
の
一
部
を
、
選
別

加
工
し
て
上
層
又
は
下
層
路
盤
材
と
し
て
再
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
舗
装
工

事
か
ら
発
す
る
残
土
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

減
ず
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
ほ
か
。
処
分
に
よ
ら
な

い
適
正
使
用
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ

る
と
い
う
効
果
も
あ
り
、
さ
ら
に
新
し
い
路
盤

材
の
使
用
が
節
約
で
き
る
利
点
も
あ
っ
て
、
近

　
残
土
の
処
理
処
分
は
、
本
市
だ
け
で
は
な
く

首
都
圏
に
共
通
の
問
題
で
あ
り
、
国
、
都
県
、
関

係
市
等
で
情
報
交
換
、
対
処
方
法
の
協
議
等
も

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
本
市
残
土
処
理
対
策
協

議
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
ふ
ま
え
て
さ

る
七
月
二
十
二
日
、
市
中
発
生
残
上
の
実
態
と

諸
問
題
に
つ
い
て
「
残
土
白
書
」
の
形
で
公
表

し
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
本
市
の
考
え
方
と
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

広
く
関
係
者
や
市
民
の
協
力
に
つ
い
て
も
訴
え

か
け
を
行
っ
た
。
こ
の
秋
に
は
、
国
に
ょ
っ
て

残
上
を
含
む
建
設
廃
材
の
処
理
処
分
に
つ
い
て

の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
る
と
聞
く
。
将
来
は
、

詳
細
な
調
査
結
果
が
得
ら
れ
、
対
策
の
大
幅
な

前
進
も
考
え
ら
れ
る
。
本
市
の
残
上
対
策
も
、

こ
の
白
書
か
ら
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
論
文
で

は
、
白
書
に
も
ら
れ
た
諸
問
題
の
背
景
に
つ
い

て
、
若
干
の
調
査
資
料
を
添
え
て
、
現
状
に
つ

い
て
補
足
説
明
を
行
う
に
と
ど
め
た
。

な
る
。
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